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アフリカ・モザンビーク
プロサバンナプログラム

農民不在のＯＤＡ開発援助事業

プロサバンナ事業の「コミュニティレベル開発モデル策定プロジェクト」下で、⼩規模農

⺠と契約栽培をしている地元企業「マタリア社」による⼟地収奪が起きている。写真奥の

ほうに住んでいた農⺠は⼿前側に追い出され⼟地を失った。（提供写真：ＪＶＣ）

⽂・坪井涼⼦（愛農会職員）
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プロサバンナの上位事業としての「ナカラ経済回

廊開発」はすでに⾏われており、そのなかの「炭

鉱および鉄道・港湾インフラ事業」下では、鉄道

敷設に際し⼟地を奪われた農⺠も出ている。写

真は同事業により５ｍほど深く掘られた線路。歩

道橋もなく線路がコミュニティを分断することで

学校や病院へのアクセスが困難になった農⺠

が出ているほか、無理に渡ろうとした⼈が死亡

する事故も起きている。（提供写真：ＪＶＣ）
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※
※

※

2013 年に来⽇したＵＮＡＣの農⺠

リーダー、マフィゴさん（中央）と

事務局スタッフのビセンテさん

（左）。２⼈はメノビレッジを訪ね滞

在した。マフィゴさんは体調が悪

いなかプロサバンナの分断⼯作に

対応するため何度も⻑距離を移動

するなかで２０１５年の夏に死亡し

た。（提供写真：エップ・レイモンド）
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※

⾖の⽪取を⾏う⼥性たち。（提供写真：ＪＶＣ）
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※

●ＪＶＣ（国際協力NGO 日本国際ボランティアセンター）

 http://ngo-jvc.net/jp/projects/advocacy/prosavana-jbm.html

●ＡＦＪ（特定非営利活動法人 アフリカ日本協議会）

 http://www.ajf.gr.jp/lang_ja/activities/ps_base0001.html

●モザンビーク開発を考える市民の会 公式ブログ

 http://mozambiquekaihatsu.blog.fc2.com/

現地の農⺠は⿂もよく⾷べるのだそうで、市場には

⿂⾙類が並ぶ。渡辺さんは⼟地を奪われた農⺠に

「以前は農作物を販売したお⾦で１年分の⿂を買っ

て⾷べることができていた。今はお腹がすいて仕⽅

がないんだ」と訴えられ、⾔葉を返すことができず

落ち込んだと話してくれた。（提供写真：ＪＶＣ）

■アップデートは以下のウェブサイトから■
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 銃だけが⼈を殺すのではありません。もしも

⽇本が武⼒でモザンビークの農家を撃ち殺し農

地を⼿に⼊れたとしたら世界中でニュースにな

り⾮難されることでしょう。しかし私たちは銃

によらない殺⼈にこそ、もっと注意を払わなけ

ればならない時代に⽣きているのです。

 それはたとえば、たった⼀つの法律を変える

ことや規制を取り除くことで可能になるのです。

そうすることでその瞬間に多くの⼈が命を奪わ

れるわけではありません。その影響は5年、10年、

あるいは⼀世代をかけて徐々に露わになってい

くため、⼈々には何が原因かもはっきり⾒えづ

らく、時には⾃分を責めて⾃暴⾃棄に陥ったり、

あるいはより⽴場の弱い⼈々を排除しようとし

ながら破滅の道をたどります。これは社会的な

構造によって⾏われる殺⼈だと私は思います。

そしてそのために私たちの税⾦が使われており、

私たち⾃⾝がそのような社会の⼀部だというこ

とは避けられない事実です。

 将来にわたって⽇本に住む私たちの⾷料を保

障するために、遠い国の農⺠たちの命を奪うこ

とをどう考えますか。それを肯定するような社

会のただ中で私たちが選ぶべき道はありますか。

あるとしたらそれはどんな道ですか。

 「⾃分を愛するようにあなたの隣⼈を愛しなさ

い」、この⾔葉が私たちを命を選ぶ道へと導いて

くれると私は信じます。具体的には、地域のな

かで隣⼈のために愛を持って⾷料を育て加⼯す

ることです。そして将来の世代もそのように⾷

料を得られるよう⼟を慈しむことです。たとえ

⼩さな取り組みであったとしても、それは⼤地

に根ざした⼒強いアドボカシーなのです。

遠くモザンビークでも⼈々が同じ思いで営みを

続けていると知ることが私たちを⼒づけてくれ

ます。逆もまた然りです。いまこそ「援助」や「開

発」ではなく愛をもって「連帯」する道を共に

選び、⼒づけ合いながら歩んでいきましょう。
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援助や開発ではなく

愛による連帯を
エップ・レイモンド


